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＜送変電計画＞ 

設備 工事件名 設備概要 着 工 使用開始 

送電 

南山形幹線 

新設 

２７５ｋV 

（５００ｋV 設計）

２３ｋｍ 

平成２７年４月 平成３０年６月 

東花巻支線 

新設 

２７５ｋＶ 

３ｋｍ 
平成２８年２月 平成２９年１０月

交直変換所引込 
２７５ｋＶ 

２ｋｍ 
平成２８年 8 月 平成３０年６月 

名取変電所引込 
２７５ｋＶ 

０．４ｋｍ 
平成３０年４月 平成３１年６月 

変電 

東花巻変電所 

新設 

２７５/１５４ｋＶ 

３０万ｋＶＡ 

２台 

平成２７年３月 平成２９年１０月

本名変電所 

容量変更 

２７５/１５４ｋＶ 

１２万ｋＶＡ ２台 

→１５万ｋＶＡ １台

平成２７年８月 平成２８年９月 

宮城中央変電所 

増設 

５００／２７５ｋＶ

１００万ｋＶＡ 

１台 

平成２８年２月 平成３０年１１月

宮城変電所 

位相調整器設置 

２７５ｋＶ 

８５万ｋＶＡ 

２台 

平成２８年７月 平成３０年１２月

名取変電所新設 

２７５/１５４ｋＶ 

４５万ｋＶＡ 

２台 

平成２９年２月 平成３１年６月 

本名変電所 

容量変更 

２７５/１５４ｋＶ 

１２万ｋＶＡ １台 

→１５万ｋＶＡ １台

平成２９年８月 平成３０年８月 
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   （参 考） 

 

◆電力系統図 

 

 

以 上 

凡     例 

平 成 2 ７ 年 度 末 設 備 

既 着 工 分 

着 工 予 定 分 

５００ｋＶ  送   電   線 

２７５ｋＶ  送   電   線 

他 社 送 電 線 

水 力 発 電 所 

火 力 発 電 所 

原 子 力 発 電 所 

他 社 発 電 所 

他 社 変 換 所 

変 電 所 

他 社 変 電 所 

開 閉 所 

他 社 開 閉 所 

南相馬 

第二沼沢 

電源開発
田子倉 

東京電力
信濃川 

東上越 

中越

北新潟

新潟

越後
米沢

福島

須賀川

常磐共同火力 
勿来 

いわき 

東京電力 
新福島 

原町 

新地 

相馬共同火力 
新地 

西山形 西仙台

石巻 

女川 

新庄

水沢 

羽後

雫石
秋田

能代

岩手 

五戸 

青森

上北

 電源開発
上北変換所

電源開発
   大間 

東京電力 
南いわき 

仙台

東福島

東仙台 

２号 138.5 
（未定） 

東通 

津軽 0.85 
 (28/5) 

東新潟

秋田

第二薮神
0.45 
(28/6)

東花巻 
30×2 
(29/10) 

単  位 ：万ｋＷ，万ｋＶＡ 
（    ） ：使 用 開 始 年 月 

南山形幹線
(30/6) 

上越 
57.2 
(35/6) 

能代３号
60 
(32/6)

宮城中央
100×1
(30/11)

北海道電力 
 今別変換所

名取 
45×2 
(31/6) 

本名 
24→15
(28/9)
12→15
(30/8)

宮城 

東花巻支線 
(29/10) 

交直変換所引込
(30/6) 

名取変電所引込
(31/6) 

新仙台３号系列 98(2 台)
(半量(3-2 号）28/7) 

宮城 
位相調整器 
８５×２ 
(３０/１２) 

※電気所記号を着色している個所

は新設、電気所記号を囲んでい 

る個所は増設または増強を示す。


